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巻 頭 言

　　　　　　　　　　新年明けましておめで

　　　　　　　　　とうございます。

　　　　　　　　　　昨年は新型コロナウイ

　　　　　　　　　ルス感染症の影響が依然

　　　　　　　　　として残る中、患者さん

　　　　　　　　　の機能回復を最大限に引

　　　　　　　　　き出すため職員一同全力

を尽くしてまいりました。日頃から献身的に

業務に取り組んでくれている職員の皆様に心

から感謝申し上げます。

　ＡＩやロボット技術など、医療を取り巻く

環境は大きく変化していますが、当院はこれ

からも｢人が人を癒す｣を基盤に、患者さん一

人ひとりに寄り添う医療を追求してまいりま

す。

　さて、当院は昭和51年(1976年)開院なので､

今年創立50年目を迎えることとなりました。

これもひとえに地域住民の皆様、地域医療の

発展にご尽力いただいている先生方、職員の

皆様のたゆまぬ努力の賜物と深く感謝してお

ります。

　前理事長である父が開院した当初は「天草

病院」という名称の62床の病院でした。今で

こそ機能回復には出来るだけ早期からのリハ

ビリ開始が必要なことは常識となっておりま

すが、当時はリハビリテーションという言葉

も概念も一般的ではなかったと聞いておりま

す。昭和63年(1988年)｢リハビリテーション

天草病院」に名称変更、平成14年(2002年) 

154全病床が回復期リハビリテーション病床

へ、平成31年(2019年)175床に増床、現在に

至っております。

　昔を振り返り今思うことは、あの時ぶつか

り合いながらも病院を支えてくれ、去っていっ

た仲間がいてこそ今がある、あの時あの人た

ちに出会っていなければ、今の天草病院は全

く別のものになっていたかもしれない、組織

は段階を追って成長していくものですが、大

きく変革を遂げたのは各々あの時だったと後

になって分かる、ということです。今現在の

スタッフへの感謝はもちろんですが、50年の

歴史の中で当院を支えてくれたたくさんの職

員へも感謝の言葉しかありません。

　私も院長就任８年目、理事長就任２年目と

なりますが、最近感じることは自分の元気が

なくなると病院全体の元気もなくなる、私が

明るく元気でいると病院の雰囲気もはつらつ

とした明るい雰囲気になる、ということです｡

　トップの感情は、まるでウイルスのように

組織全体に広がり波及していく、自分の元気

が法人全体の士気に大きく影響すると感じて

おります。トップに元気がなくなると目標設

定やビジョンを示すことが難しくなり、組織

全体が停滞し新たなアイディアや挑戦が生ま

れにくくなる、と痛感しております。

　目指すは太陽のように周囲を明るく照らし､

活力を与える存在。自分の元気はスタッフや

患者さんにとってモチベーションの源である､

ということを常に意識し、今年も明るく前向

きに感謝の気持ちを忘れず、笑顔溢れる一年

にしていきたいと思います。

　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます｡

医療法人敬愛会理事長　天草　弥生

創立50周年を迎え創立50周年を迎え



リハビリ部　地域リハ担当　横田　行弘

　もの忘れは、加齢に伴い少なからず誰にで

も現れるものですが、加齢によるものか、認

知症などの病気によるものかを区別すること

は難しいことです。当院では、日常生活の中

で感じる「ちょっとしたもの忘れ」や「その

他の気になる症状」が加齢によるものか、病

気によるものかを判断し、必要に応じて治療

を開始できるよう、認知症専門医による『も

の忘れ外来』を開設しています。

【受診の目安となる症状】

　もの忘れ外来を受診する目安として、次の

ような症状が挙げられます。

・もの忘れが増えた、同じ話を何度もする

・出来事を思い出せない

・間違いを他の人からよく指摘される

・料理や買い物などの家事に支障が出るよう

　になった

・趣味や好きなことに興味がなくなった

【受診の流れ】

①　予約

　お電話でのご予約をお願いいたします。当

院に入院歴や通院歴がなくても、どなたでも

受診できます。適切な診療のため受診の際は

「かかりつけ医」からの紹介状をご準備くだ

さい。また、日常の様子の聞き取りや検査結

果の報告、今後の治療方針などを説明させて

いただくため、ご家族の付き添いが必要です｡

　受診に不安をお持ちの方には、各種機関と

連携してサポートいたします。

②　初回の受診

　医師による問診や脳画像検査（ＣＴ検査)、

認知機能検査、採血を行います。

　脳画像と認知機能検査の結果は当日に説明

いたします。採血結果は当日中に確認できま

せんので、すべての検査結果を総合的に判断

するために2回の受診が必要となります。

③　２回目の受診

　医師から血液検査と総合的な診断結果を説

明いたします。必要に応じて治療方法の説明

やお薬の処方を行います。お薬を処方する場

合は、服用される方の状態に応じて、飲み薬

や貼り薬をご提案します。

【受診後の支援体制について】

　認知症は早期に診断し、治療を開始するこ

とで、進行を遅らせることができるといわれ

ています。また、本人や家族が生活に大きな

支障をきたす前に治療・支援を開始すること

が重要です。

　当院の特徴として、診察後に地域包括支援

センターの職員やリハビリ職員が相談をその

場で受け、介護保険や各種支援制度の説明、

精神面でのケアを実施しています。診断後も

安心して生活が続けられるよう、サポート体

制を整えています。
　

　【もの忘れ外来の日時】

　毎月第２金曜日　午後2時から3時30分

　検査にかかる時間は約1時間です

　電話番号：048-974-1171

　「もの忘れ外来」とお伝えください
　

当院の公式Ｙｏｕ Ｔｕｂｅでは診察を担当し

ている認知症専門医が解説している動画が視

聴できます。ぜひご覧ください。

『もの忘れ外来』のご紹介『もの忘れ外来』のご紹介
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「保健・医療・福祉」知識のひろば
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　私が倒れたのは、令和６年４月 自治会の

副会長として定期総会に出席し、議事に対応

中、急に体調が悪くなり意識ある状態でした

が頭は真っ暗になり、右半身の痺れなどの症

状で救急搬送されました。私が運がついてい

たことは自治会員で看護師の方が沢山いらっ

しゃったので、その場での応急処置が良かっ

たこと消防署が目の前にあったため搬送先の

救急病院への移動が早かったことにより、軽

い脳出血ですみました。その病院で予想外の

こともありましたが５月８日に天草病院へ転

院し、リハビリに努めました。前の病院で

「天草病院はスパルタ教育だよ」と教えて頂

きましたが、親身になって診察してくれる天

草院長、病状を見て適確にリハビリをして頂

いたリハビリスタッフには感謝しています。

６月に２km歩いたリハビリは流石にきつくて

ダウンしましたが、その後、看護師さんたち

にも優しく処置をして頂きました。恵まれた

環境のなか７月19日に手の痺れがあるものの

独歩で歩けるまで回復し、退院することが出

来ました。

　病院内では看護師さんと入院患者さんとで

病状の現状にあった練習が盛んに行われてい

ました。入院患者さんは、リハビリ時間外で

も自主リハビリを行う方が多く、刺激を受け

ました。また、現状から回復を目指す患者さ

んたちとの仲間もでき、情報交換やリハビリ

で体験したことなどを話し合い楽しい時間を

リハビリ後から消灯時間まで作りあげること

が出来ました。天草病院では出来なかったこ

とが出来た喜び、悲しいことも沢山ありまし

たが、天草院長、看護師さん、介護士さん、

リハビリスタッフからの助けもあり車椅子か

ら独歩まで出来る様になりました。特にＭ介

護士さんには入院時、大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。

＊患者様は歩行可能な状態に回復し、令和６

年７月、ご自宅に退院されています。退院後は

当院で外来でのリハビリを継続しています。

　　　　　　　(投稿日 令和６年８月14日)

　　　　　　　　　　　

　家にいた時に、突然身体の力が抜けてしま

いました。家族が救急車を呼んでくれたこと

が幸いでした。その後の手術後は、自分がど

こにいるのかも分からず、訳のわからない状

態で、ただ息をして流動食が流されている状

態だったと思います。しばらくして、突然リ

ハビリ専門病院に転院することが伝えられま

した。

　天草病院でのリハビリ生活が始まりました。

リハビリスタッフは痛みがあれば、すぐに別

の方法を考えてくれます。無理をせず、彼ら

は僕と一緒に身体を治す方法を真剣に考えて

くれています。早く治したいという気持ちが

ありますが、その思いをリハビリスタッフの

方々が理解してくれて、サポートしてくれる

おかげで、リハビリは楽しいものになってい

ます。彼らの励ましと共に少しずつ前進して

いる感覚があります。リハビリスタッフは本

当にやる気を引き出すのが上手です。おかげ

で、僕も頑張る気持ちを保つことが出来てい

ます。

　退院したら、先ずマクドナルドに行って好

きなハンバーガーを食べたい、それから家で

ゲームをしたいという希望があります。こん

な目標が出来たのも、リハビリの中で「退院

後の自分」を考えることが出来たからだと思

います。看護師さんの中には、僕と目が合う

とグーサインをしてくれる人がいます。その

小さな仕草に私は大きな励ましを感じます。

いつでも気軽に話しかけることができ、何か

をお願いしても「全然、大丈夫です」と笑顔

で応えてくれるので、自然と心を開いて話せ

るようになりました。

　まだ先は長いかもしれないけど、今は自分

の身体と向き合いながら一歩ずつリハビリに

取り組んでいくことに集中します。退院でき

る日が来るのが待ち遠しいですが、その日を

楽しみにしながら、今日もまた頑張ろうと思

います。きっと、ここでの経験が私をさらに

強くしてくれると信じています。

＊患者様は杖歩行可能な状態に回復し、令和

６年12月、ご自宅に退院されています。

　　　　　　　(投稿日 令和６年９月19日)

　

　夜、何となく体調が悪いと感じましたが、

夕食を食べた後「とりあえず一晩様子を見よ

う」と思いながら布団に入りました。しかし、

翌朝起きても体調は変わらず、右側の手と足

に痺れがありました。この症状に「脳梗塞か

もしれない」と直感し、自ら救急車を呼ぶ決

断をしました。同時に子供にも電話をして状

況を伝え、救急病院を受診することが出来ま

した。診察の結果、脳梗塞と診断されそのま

ま入院することになりました。入院後、症状

はさらに進行し、右手でご飯を食べることす

ら難しくなりました。軽いリハビリがスター

トしました。入院生活を続ける中で「リハビ

リ専門病院に移る」という話が医師から持ち

上がりました。複数の選択肢の中から、天草

病院に転院することが決まりました。リハビ

リと聞くと「麻痺で硬くなった筋肉や関節を

痛みを伴いながら無理に動かしていく厳しい

訓練」というイメージを抱いていました。し

かし、実際に経験してみるとそのイメージは

大きく覆されました。リハビリは単なる「痛

みを乗り越える作業」ではありませんでした。

｢リハビリは大変だよ」と多くの人に言われま

したが、その「大変さ」は痛みの問題ではな

く、毎日地道に訓練を続けて行くこと、そし

てその努力を長期間維持することにあると実

感しました。特に脳梗塞の場合、失われた脳

の機能が完全に回復することは難しいと言わ

れています。それでもリハビリを通じて、以

前のような生活に近づけることを目指すこと

が出来ます。重要なのは「どうすればこれか

らの生活をより豊かに過ごせるか」を考え、

それを実現するために前向きに取り組むこと

だと感じました。天草病院でのリハビリ生活

の中では、さまざまな訓練を体験しました。

その中でも印象的だったのは、自転車を使っ

た訓練です。脳梗塞発症前のように自由自在

に乗ることは難しいものの、リハビリの目的

は「完全な回復」ではなく「新しい生活に適

応すること」だと気づきました。自転車訓練

では、日常生活の範囲を少しでも広げ、より

豊かな生活を送るための手段を模索しました。

麻痺が完全に治るわけではありませんが、そ

れでも「やれること」を増やしていくことで、

以前と同じような生活を取り戻すことは可能

です。リハビリはその第一歩でした。

＊患者様は歩行可能な状態に回復し、令和６

年12月、ご自宅に退院されています。退院後

は、当院で外来のリハビリを継続しています。

　　　　　　　(投稿日 令和６年12月26日)

「僕とリハビリ・
  退院後の自分へ」

さいたま市　Y・F　

「入院生活」

さいたま市　T・S

患者さん・ご家族からのお便り

「リハビリとは」

春日部市　出村　孝二
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健康増進体操

リハビリ部　地域リハ担当　阿部　高家

　３回シリーズの健康増進体操の最終回の

テーマは、「元気に歩きましょう！」です。

　１回目の体操「上半身を美しく」で上半身

の姿勢の悪いくせを取り除き、２回目の体操

「股関節を柔らかく」では股関節の可動性を

引き出しました。

　ここまででも、より良い姿勢になる、肩こ

りや腰痛が軽くなるなどの効果が期待できま

す。しかし、その効果を持続させるためには､

それらの運動を継続する必要がありますが、

運動はなかなか継続できない、という声もき

かれます。

　そこで今回は、良い姿勢を保持するための

筋力や持久力を強化できる歩き方をご紹介し

ます。日常生活の中で時折その歩き方を実践

し、慣れてゆけば無理なく良い姿勢を持続し

やすくなります。

【実践ポイント】

歩く際に、次の3点を意識してみましょう。

① あごを後ろに引く意識

　無理ない範囲で後ろに引くだけでも猫背の

改善が図りやすくなり、②や③の意識も心掛

けやすくなります。

② 両足で床や地面を後ろに送り込む意識

　歩くときに、足の裏全体で地面を後方に蹴

り出す意識を持ってみましょう。特に踵から

つま先まで全体を使う意識が重要です。これ

により、歩幅が大きくなり、歩くスピードも

速くなります。3つの意識の中では、この意

識が最も重要です。

③ 両手を後ろに振る意識

　腕を振ると足の動きも軽やかになりますが､

　腕を振る際に、足と同様に後ろに大きく振

ってみましょう。大股で歩くときには手を前

方に振ることもあると思いますが、後ろを意

識することでも足の動きの補助となり、自然

と胸を張りやすくなります。

【注意点】

　普通に歩く時と比べてこの歩き方は運動強

度が強くなるため、最初はお尻や太ももの裏

側、そしてふくらはぎに疲労を感じ、長くで

きないかもしれません。時々実践し、できる

距離を少しずつ伸ばしていきましょう！

健康増進体操 ～元気に歩きましょう！～健康増進体操 ～元気に歩きましょう！～
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指定居宅介護支援事業所シルバーケア敬愛　管理者　古河　順子

関 連 施 設 だ よ り

　当事業所は、2000年の介護保険制度の施行

と同時に開設されました。新たな制度の中、

試行錯誤しながら２名のケアマネジャーで始

まった事業所ですが、８回の制度改定ととも

に実績を積み重ね、現在は主任ケアマネジャー

４名を含む計６名体制で日々業務にあたって

います。　　　　　　　　　　　　　　

　ケアマネジャーの業務は主に「ご利用者様

の相談に対応して、適切な介護サービスを利

用できるように支援すること」です。具体的

にはケアプランの作成や給付管理、介護サー

ビス事業所とご利用者様の調整、医療機関や

介護施設等との連携、要介護認定の申請代行

などがあります。

　リハビリテーション天草病院が母体である

当事業所は、開設当初は脳血管疾患のご利用

者様が多数を占めていましたが、高齢化が進

んでいる昨今では、高齢者世帯や一人暮らし

の方をはじめ、医療行為のある方や終末期の

方など、様々な方の担当をしています。また､

大規模通所リハビリテーションが併設されて

いることもあり、若年の方（40歳～）も担当

しています。　　　　　　　　　　　　

　当事業所のケアマネジャーはリハビリテー

ションを身近に感じることができる環境下に

あることで、その必要性を十分に理解してい

ることが特色でもあります。また、地域との

連携を通じて社会貢献ができるよう、事業所

内での勉強会・事例検討会の実施、地域ケア

会議や外部研修への参加等、それぞれのケア

マネジャーが質を向上させるために、日々研

鑽を重ねています。

　さて、話は変わりますが、2024年４月は介

護保険制度改正と介護報酬改定の年でもあり

ました。その中の一つである「介護予防支援｣

についてですが、今までは要支援１、２の方の

介護予防プランは､「地域包括支援センター｣

からの委託を受けて､「居宅介護支援事業所｣

のケアマネジャーが作成していましたが、今

回の改正に伴い､「市の指定を受けた居宅介護

支援事業所」が、ご利用者様と直接契約を結

び、ケアプラン作成ができるようになりまし

た｡（介護予防・日常生活支援事業のみを利用

する場合を除く）

　当事業所も越谷市の委託を受け、11月から

直接の契約を行い「介護予防ケアプラン」の

作成を開始しています。今後は越谷市の桜井

地区を中心に、さらに介護予防支援の充実に

向けて進んでいきたいと思っています。

　最後になりますが、当事業所は「特定事業

所加算（Ⅰ)」の算定事業所となっています｡

様々な要件がありますが、一定の条件を満た

し、質の高い居宅介護支援サービスを提供し

ている事業所を評価するための加算です。そ

の他、品質管理規格である「ISO9001」の認

証も取得しています。今後も地域の皆様から

信頼され選ばれる事業所を目指し、皆様のお

力になれるよう努力して参ります。どうぞ気

兼ねなくご相談ください。

＜お問い合わせ先＞

指定居宅介護支援事業所シルバーケア敬愛

電話：048－979－1113

ケアマネジャーの役割ケアマネジャーの役割
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拳高齢化社会の到来で、昨今「高齢者虐待」

が問題になっています。厚労省の発表による

と､「介護施設」従事者による虐待は自治体へ

の相談・通報件数が3441件と過去最高。虐待

の種類は「身体的虐待」をトップに「心理的

虐待｣､「介護放棄｣､「経済的虐待｣､「性的虐

待」と続きます。発生場所は、特別養護老人

ホーム、有料老人ホーム、認知症グループ

ホームの順。虐待防止には、各施設の管理者

の職員教育が最も重要と思いますが、人手不

足のおり、辞められたら困るので、どうして

も手加減してしまうことが悩ましい限りと言

われます。

拳家族による虐待も大問題です。相談・通報

件数は４万件以上。身体的虐待が最も多く、

虐待者の続柄は息子が最多。虐待された高齢

者の56％に認知症の症状があったそうです。

拳施設従事者や家族による虐待の根本原因は

どこにあるのでしょうか。私は､「家族も他人

も人間の尊厳を認め合う」教育が学校でも、

家庭内でも欠如しているからと思います。　

　　　　　　 　　 　(相談役　天草 大陸)

　病棟の皆さんとお正月飾りを色紙や毛糸で作りました。ホールで会うだけの方やリ

ハビリの先生方とワイワイと作りました。皆さんそれぞれのきれいなお正月飾りがで

き、最後は拍手で終わりました。毎日のリハビリの中で季節を感じられる楽しいひと

時でした。皆さんにこやかなお顔でとても良かったです。待ち遠しい退院の日が早く

来ることをお祈りしています。そして楽しいお正月でありますように・・｡(Ｔ・Ｗ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ病棟）

表 紙 の こ と ば

当法人施設が取得する第三者評価認証当法人施設が取得する第三者評価認証

当法人の公式ソーシァルメディア当法人の公式ソーシァルメディア

　患者さんが病院を評価するには、その病院自身の｢自己紹介｣も参考になりますが、第三者の

評価も重要です。当院では｢病院機能評価機構

(主たる機能と高度･専門機能)｣と｢ＩＳＯ｣の認

証を取得しています。なお、併設の老人保健施

設でも｢ＩＳＯ｣の認定を受けています。

　患者さんへの情報発信として、当院の公式 YouTube チャンネルを開設しています。

右のＱＲコードからアクセスできますので、是非ご視聴ください。

 ■認知症専門医が解説　認知症のリハビリテーション

 ■～回復期～　リハビリ治療の達人たち

 ■入院当日の流れ　－回復期リハビリテーション－

 ■口から食べるリハビリ最前線　摂食嚥下リハビリ－ＶＥ/ＶＦ検査－

 ■脳卒中から仕事に戻るまで　－高次脳機能障害からの復活－　他

日本医療機能評価機構日本医療機能評価機構


